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【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3770600173 日当たりが良く明るいアットホームな雰囲気がある。玄関や中庭に花を植えていてフロアにも出来る限り
季節の花を飾り春夏秋冬を感じられるようにしている。交通の便も良くバス停が正面にある。夜は静かで
虫の声が聞こえる。一日の流れは穏やかで、入所者様方には自由にしていただき、各々の生活リズムを
尊重している。同敷地内には医院があり、医療との連携は取れている。月々の行事や様々な業務も担当
を決め、全職員が責任を持って取り組んでいる。里だより新聞を定期的に作成して御家族に状況をお知
らせしている。何か問題や不明な点があればミーティングで意見交換をして解決・対応している。施設犬
を飼っており、誰もが癒され、来所される御家族も楽しみにされている。

法人名 医療法人　陶山医院

事業所名 有情の里

所在地 香川県さぬき市大川町田面７８－１

社会福祉法人香川県社会福祉協議会

所在地

訪問調査日 令和元年7月25日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

自己評価作成日 令和元年６月１５日 評価結果市町受理日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/37/index.php 利用者一人ひとりに寄り添い、対話を通して利用者の想いや希望を聞き、実現しようという想
いが伝わってくる。家族との信頼関係の構築にも努めており、面会の際には挨拶やコミュニ
ケーションを欠かさない。外出行事では、大窪寺や屋島寺への参拝など、普段行けないよう
な所にもできるだけ利用者全員が参加できるように努めている。地域との交流にも力を入れ
ており、昨年は自治会と協働して、ホームにて敬老会を開催し、地元の方で賑わった。また、
婦人会の方とともに和菓子作りを開催した。ホームの立地上、水害が懸念されるが、過去の
台風の際には迅速な判断により、隣接の建物に避難するなど、防災に対する意識も高い。

評価機関名

香川県高松市番町一丁目１０番３５号

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
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自己評価および外部評価票

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

書類の提出や事業所の運営に関する質問、
運営推進会議の議題の相談等させていた
だいている。又、事業所の報告を行い市町
村の取り組みに対し協力体制を整えてい
る。

主には運営推進会議の際に情報交換を図っ
ている。また、運営面について、直接市を訪
問して質問したり、電話で問い合わせするな
ど、協力関係を築いている。

身体拘束廃止委員会を定期的に実施し、必
要な書類や事例等で理解の周知に努めて
いる。玄関は時間・曜日・人員等を考慮し
て、その都度の判断で開錠している。

3か月に1回、身体拘束廃止委員会を開催
し、身体拘束に関して理解を深めている。帰
宅願望があり、外に出ていこうとする利用者
には職員が付き添い、隣接する薬局まで散
歩し、お茶を飲んで落ち着いてもらうなど、利
用者の気持ちに寄り添ったケアを心がけてい
る。

入居の状況、入居者の日々の様子や行事
等出来るだけ伝えるようにしている。又、事
故報告や取組状況も報告し、そこで頂いた
貴重な意見をサービス向上に向けて生かせ
るように努力している。

市の担当者、民生委員や婦人会、老人クラ
ブ、自治会長など、多数の地域関係者が参
加して開催している。会議では、入居者状況
について資料を配付して、ホームの現状を報
告している。質問や意見交換など活発に行
われている。

理念を各所に掲げ、常に目に触れる様にして共
有している。又、ミーティングで理念に対する具
体的なテーマを決めて、実践し、次回の見直しに
反映するようにしている。

グループホームの理念を玄関や各ユニットに
掲げ、共有を図っている。また、理念を具現
化すべく、ミーティングでテーマを策定すると
ともに振り返りを行っている。

今回、初めての試みとして、地域の皆様に和菓
子作りの案内をさせていただき、婦人会の方が
参加され、入所者の方や御家族様と和やかな時
を持たれた。日程の都合で参加出来なかった
方々も次回参加を御希望。今後は施設行事に出
来るよう、検討している。

昨年、自治会と協働して、ホームにて敬老会
を開催し、地元の方で賑わった。また、婦人
会の方とともに和菓子作りを企画するなど、
地域との交流に努めている。日常的にも、読
み聞かせや銭太鼓など、多様な地域ボラン
ティアの来訪がある。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

入居者の方を連れ出来るだけ外に出て積極
的に挨拶し、気軽に話していただけるように
している。施設について尋ねられたり身近な
介護の相談を受けることもある。



7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

代表者は管理者や職員からの話に耳を傾
け、個人の力量の把握に努めている。各自
の経験や習熟度等、段階に応じた研修の参
加を促している。

同敷地の他施設や医療関係者とは、日頃か
ら意見交換しており、合同の勉強会や訓練
等も行っている。又、さぬき市内のグループ
ホームとは定期的に意見交換できる場を作
り情報交換を行っている。

ミーティングは代表者や管理者も出席し、運
営に関する意見や提案を直接話す事が出
来、意見交換を行っている。その結果によっ
て体制や業務の変更を行っている。

2か月に1回、ミーティングを開催し、意見や
提案を聞いている。また、職員からの意見は
随時、聴くようにしている。

代表者や管理者は、職員と個別に話し合え
る機会を設けており、勤務希望、給与、業務
等について話し合う事が出来る。

契約書の書面を見ながら随時説明している
が、一度自宅に持ち帰りじっくり目を通して
いただくようにしている。不明な点があれ
ば、いつでも尋ねてもらえるよう声かけを
行っている。

玄関に意見箱や苦情箱を設置している。又、面
会時にも出来るだけご意見を伺えるよう声かけを
行っている。いただいた意見や苦情は全体に周
知し話し合いを持つようにしている。結果につい
ては御家族に伝えるようにしている。

家族に運営推進会議に参加してもらったり、
家族の面会時に積極的にコミュニケーション
をとり、意見が言いやすい関係性に努めてい
る。また、2か月に1回、「たより」を発行し、利
用者一人ひとりについて近況を記載し、家族
に送付している。

虐待についての定義や職員としての心得を
勉強会を通じて理解を深め虐待防止に努め
ている。新職員が入った際に行ったり、職員
同士で言動等についても注意を払ってい
る。

定期的に勉強会を持ち、理解を深める取り
組みを行っている。



Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

話好きな方、聞き上手な方など利用者同士
の関係を把握した上で、食堂の席を決めた
り、一人ぼっちにならないように配慮してい
る。利用者同士が声を掛け合ってレクリエー
ションや洗濯物たたみに参加されている。

施設行事や外出の際、協力をお願いした
り、子や孫の面会、住み慣れた自宅への外
出、外泊等、家族ならではの支援をお願い
し、本人と家族の関係維持に努めている。

自宅周辺の散歩をしたり、近隣の人との会
話を楽しまれたり、以前利用していたデイに
出かけたりして、交流が途切れないよう支援
に努めている。

近所の床屋が来てくれたり、近くの商店街に
散歩に行ったりしている。また、ドライブで自
宅周辺を通ったり、以前利用していたデイケ
アを訪問するなど、馴染みの人や場所との関
係が途切れないように努めている。

ご本人、ご家族との面談やケアマネー
ジャーからの情報収集を行い、支援の見極
めに努めている。

職員は、利用者を人生の先輩として尊敬し、
日々の暮らしの中で風習や料理の作り方等
を教わったりして、隔たりなく接している。

入所前に必要に応じて職員が自宅訪問した
り、ご本人に施設見学に来ていただいたりし
ている。ご本人の要望や不安に耳を傾け
て、安心して入所出来るように取り組んでい
る。

ご家族の話をご本人が同席しない場でゆっ
くりと聞く時間を設けるようにしてある。ご家
族の思いを受け止め、極力要望に応えられ
るよう努めている。



22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

他施設のものを参考にしたり、職員の意見
をもとに記入しやすく見やすい記録に改善
することで、情報の共有がしやすくなり、ケア
プランの実施状況と結果、モニタリング、介
護計画の見直しへの流れが解かりやすいよ
うにしている。
本人や家族の状況に応じて受診の送迎、付
き添い、買い物等の外出支援を行っている。
日々の大まかな予定や計画にとらわれるこ
となく、状況に応じて柔軟に対応している。

申し送りや日々の記録、本人の発した言葉
等も伝え、心身の状況を把握するとともに、
チームカンファレンスや生活記録を通して、
総合的に把握するようにしている。

担当者を決め、ケアプラン実施状況の評価
やモニタリングを行っている。面会時に家族
に意見を聞いたり、電話で意向を伺う等し、
ミーティングで全職員が意見を出し合い、介
護計画に反映している。

計画策定の際には、家族に意見を聞くととも
に、担当職員のモニタリングや、ミーティング
で職員に意見を仰ぐなど、それぞれの意見や
アイディアを盛り込み計画を策定している。

それぞれの入居者とかかわる時間を、出来
るだけ多く持つようにしている。自身の思い
を伝えにくい方に対しては、表情や行動、何
気なく発する言葉から思いをくみ取るよう
日々の観察や声かけを行っている。

利用者一人ひとりに直接、声をかけ、想いや
意向の把握に努めている。大窪寺や屋島寺
への参拝、事業所にうどん屋が来て、うどん
を打ってくれるなど、利用者の希望を実現し
ている。

入所前の本人との面談、入所時家族に話を
伺う等により、日常の生活状況や生活歴を
把握している。入所後も、随時新しい情報を
追加し、より正確な情報の把握に努めてい
る。

退所後も必要に応じて相談に乗り家族、本
人の支援に努めている。退所後も会えば言
葉を交わし、相談しやすい環境作りに努め
ている。



29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

災害時の火災・地震に対しての防災マニュアル
を作成しており、随時見直しをしている。年2回の
避難・消火訓練を実施している。又、夜間や休日
の緊急時の職員間の連絡網を作成、所属する全
職員に周知している。近所の職員を、非常招集
員として通達している。

年に2回、消防署立ち合いのもと、消防訓練
を行っている。火災及び地震のマニュアルを
作成するとともに、夜間及び休日の緊急連絡
網を作成し、職員に周知している。昨年の台
風の際には、水害を警戒して、院長の指示で
隣接の施設に避難した。

引き続き、様々な災害を想定して
訓練を行い、緊急時にスムーズに
避難できることを期待したい。火災
や水害のみならず地震について
も、繰り返し職員へ啓蒙されたい。

入所前に書面や口頭により、本人や家族に
意見や希望要望を確認している。当施設で
の対応出来る範囲を説明し、必要に応じて
他病院や医師・看護師とチームを組み連携
しているが、基本的には隣接する医院に委
任している。

入居時には医療体制に関する同意書などで
説明するとともに、本人の状態の変化に応じ
て、家族に説明している。看取りに関しては、
医師の判断や説明を踏まえ、家族と方針を
共有しながら取り組んでいる。

身体的に急変が考えられる場合は、看護師
から急変時の手順の確認を受けている。急
変時、事故発生時のマニュアルをもとに研
修を行ったり、AEDも設置し講習を行ってい
る。

日常的に看護師と情報交換を行い、小さな
変化も伝えるようにしている。隣接の医院、
通所介護施設の看護職員とも常に連携の
体制をとっている。

入院先の担当看護師等と連携をとり、病状説明
や退院前のカンファレンスに参加できるようにし
ている。入院期間が長くなった場合には面会に
行き状態の把握に努めている。又家族とも連絡
を取り退院後の生活等の相談にのり安心して治
療ができるようにしている。

運営推進会議等を利用して、地域の行事へ
の参加の希望等を伝え、状況が整えば支援
を行っている。又、普段から婦人会、民生委
員、消防等との関係作りに努めている。

本人や家族の方の希望を尊重し、納得が得
られたかかりつけ医と連携している。又、受
診時には薬手帳やその他必要記録を持参
し、適切な医療が受けられるように努めてい
る。

本人や家族の希望に沿った受診支援を行っ
ている。利用者の多くは母体の医療機関が
かかりつけ医で往診や緊急時にも診察が受
けられる。また、市民病院への受診支援を行
うなど、臨機応変に対応している。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

献立及び調理は外部業者に委託している。
食事量や水分摂取量を確認し、記録してい
る。また、いつでも水分が摂取できるよう対
応している。

毎食後、うがいや歯磨きを行うよう声かけや
誘導を行っている。洗面台には歯磨きセット
を置き口腔ケアが行いやすいようにしてい
る。義歯の方には夜間は薬剤を使って洗浄
を行うようにしている。

外出時には洋服を着替えたり、帽子やス
カーフを身につけられたりしている。毎朝化
粧する方もおられ必要に応じて化粧品の購
入も行い、施設にいても、おしゃれができる
よう支援している。

食事はおかゆや刻み等個々に対応してい
る。ゆっくりと楽しんで食事が摂れるよう配
慮し、食後のお膳拭きやテーブル拭き等も
一緒に行っている。

主食とお汁については、事業所で調理し、副
菜は業者に委託している。利用者の状態に
応じ、キザミ食やミキサー食を提供している。
下膳やお膳拭き、食器拭きなど、利用者にで
きることを手伝ってもらっている。

個々に応じて声かけの方法を考え、思いを
表出しやすいよう心掛けている。更衣時の
洋服選びも、可能な方には、なるべく自己決
定してもらえるようにしている。

体調面等個々の状態に合わせ、食事時間
をずらせたり、レクリエーションの参加も本
人の意思を尊重し、それぞれのペースに合
わせた支援を行っている。

年長者に対する尊敬の念を持ち、個々に合
わせた対応を行っている。医療的な処置を
行うときは自室で行うようにし、羞恥心や自
尊心に配慮している。なお、居室の入り口に
はカーテンを設け、プライバシーに注意して
いる。

新人教育の際に、尊厳やプライバシーについ
て教育を行っている。不適切な言葉遣いにつ
いては、その都度管理者が指導を行うように
している。また、居室の入り口にカーテンを設
置するなど、プライバシーの確保に努めてい
る。



43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

外出表を利用し、声かけを行っている。周辺
の散歩をはじめ、入居者の希望で買い物や
自宅のお墓参りに出かけたこともある。又、
普段あまり外出されない方も、全員が参加
できるよう中庭や玄関先でおやつや外気浴
を行い、気分転換できるように支援してい
る。

日常的には玄関先での外気浴や近隣を散歩
している。また、屋島寺や空港など、遠方へド
ライブにいくこともある。外出の際には院長が
付きそうこともあり、重度の方も含めできるだ
け全員が参加できるよう努めている。

職員が服薬時間ごとに１人づつ手渡しし、飲
み込みも確認している。又、新しい薬が処方
された時には処方された理由も記録し、全
員に周知し服薬の理解を行っている。

利用者それぞれが役割を持って生活できるよう、
玄関掃除、洗面台磨き、おしぼり干し、お膳拭き
やテーブル拭きを、担当を決め行って頂いてい
る。又、レクリエーションや作品作りは、各々の得
意分野や能力を生かせるような内容に配慮して
いる。

入浴表を利用し、週２～３回入ってもらえる
ようにしている。本人の希望や体調面を考
慮し、臨機応変に対応している。ゆっくりと安
全に入浴を楽しんでいただけるよう支援を
行っている。

入浴表を作成し、週に２～３回入浴できるよう
支援している。曜日などは決めず、本人のそ
のときの希望や状態に応じて、柔軟に対応し
ている。

入眠時間を決めず、１人ひとりのペースでお
好きな時間に就寝してもらっている。また、
眠そうにしている場合には声かけ誘導して
いる。落ち着いて安心して眠れるよう、照明
や音に配慮している。

排泄チェック表を用いて、個々の排泄パター
ンの把握に努めている。できるだけトイレで
排泄ができるよう、声かけなど支援を行って
いる。

排泄チェック表を作成し、個々の排泄パター
ンを把握し、排泄の失敗を減らすとともに、排
泄の自立に向けた支援を行っている。

自然排便を促すようリビングではいつでも水
分が摂れるようにし、便秘体操なども取り入
れている。排泄チェック表を確認し,排便が見
られない場合は、投薬、腹部マッサージや
浣腸を行うこともある。



50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室は、本人や家族と相談しながら、使い慣れた
ものや好みのものを活かして、本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室の表札やトイレのプレートは、見やすい
ように大きく低い位置に表示している。居室
はバリアフリーで、各々の状態に応じて手押
し車や車いす、ポータブルトイレ等使用して
いただいている。

居室以外でも、フロアより少し離れた場所に
ベンチを設置し、１人になれたり２～３人で
話ができるようにしており、その場所がお好
きな方は日ごろよく利用されている。

居室にはなじみの家具や好みのものを持っ
てきていただいている。各部屋とも十分に採
光もあり、ドアが開いていてもカーテンでプラ
イバシーが守れるよう配慮している。

居室には馴染みの家具を置いたり、家族の
写真を貼るなど、本人が落ち着いて生活でき
るよう配慮している。また、プライバシー確保
のため、ドアのところにカーテンを設置してい
る。

手紙のやり取りは、便せんや封筒、宛名
シール等を用意し一緒に郵便局へ投函に行
く支援を行っている。娘さんやお孫さんから
の葉書も届き、楽しみにされている。又、電
話についてはその都度対応している。

共用空間については清潔や臭いに配慮し、
玄関やフロアには季節の花や作品を飾って
いる。テーブルやソファも安全に移動できる
よう設置している。ゆったりしたソファでテレ
ビを見たり、和室で自由に横になることもで
きる。冬はこたつも用意している。

玄関には生花が飾られ、来訪者を癒してくれ
る。ホールには、中庭に続く大きな掃き出し
窓があり、明るく開放感がある。ホールにあ
るソファーや食器棚等の調度品は年季が
入っており、家庭的な雰囲気を演出してい
る。書道や季節の飾りつけなどもあり、生活
感や季節感を感じさせる。

現在は、全員の現金を施設で管理してい
る。外出の際の買い物時には財布を持ち、
自由に商品を選んだり、支払いをしたりと、
買い物を楽しめる工夫を行っている。



○ ○

○

○

○

○
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○

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴
んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めて
いることをよく聴いており、信頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　  　　　取　り　組　み　の　成　果
　 ↓該当するものに○印

項　　目
　　　　  　取　り　組　み　の　成　果
　 ↓該当するものに○印

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者
とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理解者
や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面があ
る
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
グループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ね
て来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表情
や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過
ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおお
むね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足し
ていると思う

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な
支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない



自己評価および外部評価票

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

グループホームに係る全職員と話し合いをし、地
域密着型サービスの施設だという事を理解して、
新たな理念を作成した。又、H２６年１１月より理
念に対するテーマを隔月のミーティングで話し合
い目標に掲げて実践している。理念「住み慣れた
地域で、共に生きる、豊かで張りのある暮らし」

当施設の近所に住所のある入所者の方も多く、
顔見知りの方もたくさんおられるので、面会や外
出（散歩）等での地域の方々との交流を大切にし
ている。又、日用品は近所の商店で買うようにし
ている。地区ボランティア・幼稚園児のクリスマス
会の訪問がある。

自
己

外
部

項　　目
自己評価
実践状況

書類の提出、推進会議での相談等、機会が
ある時には事業所の報告・連絡を行ってい
る。又、市町村の取り組みに対して協力体
制を整えている。

身体拘束廃止委員会を毎年実施し、必要な
書類や事例等で理解の周知に努めている。
玄関の施錠は時間・曜日・人員数を考慮し
て、その都度の判断で開放している。

入所者の方と一緒に外出する事で近所の
方々と親交を深め、質問や相談等に活かし
ている。

入所者の方々の日々の過ごし方や、施設で
のイベント等や事故やサービス改善に向け
ての取り組みも報告し、御意見をいただき、
次への改善に取り込んでいる。



7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

虐待（拘束）についての勉強会を定期的に
開催して、全職員に理解を求め、実践してい
る。又、新しい資料が増えれば、その都度
ミーティングの議題にあげて勉強会を行う。

ミーティングを活用して知識を職員に提供
し、理解するよう、努めている。が、まだ満足
の行く結果は得られていない。不定期でもよ
いので、勉強会は必要。今後の課題と考
え、継続して行う。

勤続年数や希望に応じて、色々な研修の参
加への機会を与えて、実践している。

同敷地内の通所介護施設や、病院の関係者とは
活発に意見交換をしており、必要に応じて勉強
会も行っている。又、同市内のグループホームと
は定期的に意見交換出来る場を設け、情報の交
換を行なっている。

隔月で行っているミーティングには代表者や
管理者も出席しており、職員からの意見や
提案を聞くようにしている。その結果、体制
や業務の変更を行っている。

代表者は管理者や職員と個別に話し合える
機会を設けており、意見や給与、勤務希望
等を話し合える。

契約書を見ていただきながら説明している。
又、もっとよく見ていただけるように持ち帰っ
てもらうようにもしている。不明な点の質疑
応答にも対応している。

意見箱や苦情箱を設置している。できるだ
け面会時にもご意見を伺えるよう、声をかけ
るようにしている。意見や苦情は職員全員
に伝え、話し合いを持ち、結果については、
ご家族にも伝えるようにしている。



Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

散歩やイベント・行事等、御家族も共に参加
出来る事には、参加をお誘いしている。

馴染みのある道を散歩したり、顔見知りの
方と立ち話をしたりして、気さくな交流を持て
るようにしている。

御本人、御家族からの相談や要望等には早
急に対応して、可能な限り柔軟に対応して
いる。

年長者である入所者さんの、たくさんの経験
（料理・行事・地域の事）を教えていただいた
り、共同での作業を行なったりしている。

入所の前の段階で御本人に直接お会いし
て、意見を聞いている。又、見学等で施設と
はどんな所かも見てもらうようにしている。

御家族の意見については、御本人が同席し
ない別室で話しを聞く機会を設けている。不
安な事や要望等には、いつでもお答えする
ようにしている。

生活リハビリとして、洗濯物干しや洗濯物た
たみ、テーブル拭きや茶の葉入れ等を交代
で行ったり、話をしながらゲームをしたりし
て、会話を楽しまれている。



22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

ミーティングによる職員間の情報の共有や
日々の様子を見て、状態を把握している。

担当者を決め、ケアプランの実施状況の評
価やモニタリングを行っている。面会時にご
家族に意見を聞いたり、電話で意向を伺う
などし、ミーティングで全職員が意見を出し
合い、介護計画に反映している。

それぞれの入居者との方とかかわる時間
を、できるだけ多く持つようにしている。自身
の思いを伝えにくい方に対しては、表情や
行動、何気なく発する言葉から思いをくみ取
るよう日々の観察や声かけを行っている。

御家族や関係者より情報を収集して、出来
るだけ御本人に合うサービスの把握に努め
ている。

同一敷地内に通所施設や医院があり、状態
の把握が出来る。又、連絡があれば、相談
に応じる体制はとっている。

毎日の業務日誌に個別の様子を記録し、い
つでも職員は見れるようになっている。

職員一人一人が要望・希望に対応出来るよ
う、柔軟な支援に取り組んでいる。



29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

毎日の業務として、看護師と連携を取り合
い、報告・相談をして、適切な受診や処置を
受けられるように支援している。

入院時には薬手帳や介護サマリーを用意し
て適切な情報が伝わるようにしている。又、
提携する他病院には紹介状により現在の状
態を伝えてもらうようにしている。

婦人会の方や近隣の方にボランティアで催
し物に来ていただいたり、必要に応じて協力
していただけるように消防の方や民生委員
の方等と支えていただけるような関係を作っ
ている。

御本人や御家族の希望を尊重し、納得の得
られたかかりつけ医と連携している。また、
受診時は薬手帳や日々の記録を持参し、適
切な医療が受けられるように努めている。

災害時の火災・地震に対しての防災マニュアル
を作成しており、随時見直しをしている。年２回の
避難・消化訓練を実施している。又、夜間や休祝
日の緊急時の職員間の連絡網を作成、所属する
全職員に配布している。近くに住む職員を、非常
招集員として通達している。

入所前に書面や口頭により、御本人や御家
族に意見や希望を確認している。当施設で
の対応出来る範囲を説明し、必要に応じ他
病院や医師・看護師とチームを組み連携し
ている。

身体状況に異変が予測出来る場合は、看
護職員より急変時の手順の確認を受ける。
又、年一回、定期的に救急救命訓練を実施
して消防隊員より職員に指導を受けている。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

衣類の選択や日用品の購入、入浴の意思
の確認等、自己決定をしてもらえるように支
援している。

個々の状態・状況に応じて生活のリズムを
大切にし、御本人の希望に添えるようにして
いる。

年長者に対する尊敬の念を持って、個々に
合わせた対応を行っている。医療で処置を
行う際には、自室で行うようにし、羞恥心・自
尊心に配慮している。なお、居室の入り口に
はカーテンが設けられ、プライバシーに注意
している。

メニューは外部の取引業者にお願いしてい
る。食事と水分の摂取量は確認して、記録し
ている。又、１０時・１５時にはコーヒーやお
茶を提供している。

食後にうがいや歯磨きの声かけを行い、介
助が必要な入所者さんには洗面に誘導して
介助を行っている。

毎朝、整容・整髪を行ってもらい、外出の際
には季節に合わせた洋服を着てもらい、お
しゃれを楽しんでいただく。

食事は見た目にも食欲がわくように、盛り付
けに配慮し、個々の体調や状態に合わせた
調理方法を選択、又、お膳拭きやテーブル
拭き等を出来る限り行ってもらう。



43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄チェック表を用いて、個々の排泄パター
ンの把握に努めている。尿意のない入所者
さんには、定期的にトイレの声かけや誘導を
行い、トイレでの排泄を促す。

水分不足にならないように水分の提供を行
い、体操や室内での歩行練習で適度な運動
をしていただく。チェック表により排便が見ら
れない場合は御本人に確認、又、医師に報
告し医療的処置を行う場合もある。

外出表を用いて外出の頻度を確認し、御本
人の意思を確認している。希望する入所者
さんには、散歩や外気浴を楽しんでいただ
く。又、毎月の行事でも季節や天候を考慮し
て外出を取り入れ、ドライブを楽しんでいた
だいている。

個々の薬手帳や服薬の詳細を見て、効能等
を確認するようにしている。誤薬がないよう
薬箱を２個設け、薬を渡す前に移し変える
事によって職員が再確認出来るようにして
いる。

個々が役割を持って生活出来るように、掃
除や洗濯、植物の手入れ等を生活リハビリ
を兼ねて行ってもらう。レクリエーションもそ
れぞれの好みや能力によって楽しんでいた
だくようにしている。

入浴表を用いて入浴した日の確認をとり、間隔が極端
に開かないようにしている。一般浴だけでなく特浴を利
用される入所者さんもいるので、安全を最優先に行う。
又、当施設の別館に、一度に多数入浴出来る浴槽が
あり、入所者さんに温泉気分を味わってもらっている。

個々の生活リズムを把握し、入眠の時間を
確認して、睡眠時間の確保に努めている。



50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室は、本人や家族と相談しながら、使い慣れた
ものや好みのものを活かして、本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

個々の希望を聞いて、現金を持っていたい
入所者さんには持っていただくようにしてい
る。外出時に買い物をされる方もおり、自己
管理してもらっている。但しある程度の状況
は職員は把握するようにしている。

部屋の表札やトイレ・脱衣室のプレートは見
やすいように、大きく低い位置に設置してい
る。屋内は全てバリアフリーで車イスでの移
動にも支障なく、自由な移動の確保が出来
ている。

フロアや和室の共用空間でも、自由に移動・
利用してもらい、テーブルの席替えも入所者
さん方の希望を踏まえ実施している。

御自宅で使っていた物や愛着のある物、使
い慣れた物は自由に持参してもらっている。
プライバシー保護のため、居室の出入り口
にはカーテンをつけている。

御家族や知人から手紙や葉書きが届いた
時には、希望により御本人が返事を書くの
を支援している。又、携帯を持っておられる
入所者さんは自由に使用してもらっている。

共用の空間については、清潔さや臭いに気
をつけるようにしている。介護犬もいる為、
定期的に掃除機を使用している。又、消臭
剤も使用している。噴霧器を使用して、ミスト
を噴霧させ、ウイルスが発生した場合の対
抗策としている。


